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１．研究開発の目的

１）維持管理に関わるニーズと技術開発のシーズとのマッチング
⇒東日本高速道路㈱の維持管理業務を実証フィールドとして、業務

上の課題/ニ ズと技術的な課題を明らかにした上で それにマッ上の課題/ニーズと技術的な課題を明らかにした上で、それにマッ
チした開発要件（シーズ）を設定

２） 新しい技術を現場で使える形で展開２） 新しい技術を現場で使える形で展開
⇒現行システム、蓄積データ等の既存資産の有効活用を図るとともに、

新しい技術を現場で実証・評価しながら段階的に実運用に導入新しい技術を現場で実証 評価しながら段階的に実運用に導入

３）予防保全による維持管理水準の向上
⇒多種多様なデータの有効活用を図るため、経営、マネジメント、現多種多様なデ タの有効活用を図るため、経営、 ネジメント、現

場が機動的に情報共有し、的確な判断と円滑な執行を支援する
データの「利用」環境を開発

４）低コストで実現
⇒現行システムの活用、オープンデータの活用、標準的な技術の採

用等に留意し 自治体業務に活用
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用等に留意し、自治体業務に活用



２．研究開発の概要

インフラの多種多様なセンシングデータを処理・蓄積・解析する技術の開発
 維持管理のためのプラットフォームとして、多種多様なデータを一元的に管理する

大規模データベースに関する技術開発を実施（開発項目A～E）大規模デ タ スに関する技術開発を実施（開発項目A E）

開発課題D：オープンデータ
情報流通
連携基盤

Catalog
Site

Developersʼ
Site

開
発
課

開発課題C：実務検証⽤ユーザインタフェース
路線UI、GIS UI、

図⾯＋写真UI
グラフ表⽰、

地図重ねあわせ表⽰

開発課題B データの
クレンジング

連携基盤 Site Site

開発課題A インフラデータの⼀元管理データベース
A 1 道路管理のための統合型デ タモデル

課
題
Ｅ

図⾯＋写真UI 地図重ねあわせ表⽰

クレンジング、
アノテーションならびに

加⼯技術A-2
連邦型道路管理データベース

A-3
統合型道路管理データベース B-1

データクレンジング

A-1 道路管理のための統合型データモデル

A 4 A 5

組
織
・
制 データクレンジング

B-2
マルチメディアデータ加⼯

A-4
マルチメディア
データベース

A-5
地理空間

データベース

DB間 DB間 DB間

制
度

連携可能なデータベース群 連携が困難なデータベース群既存

連携 連携 連携

既存の道路管理DB(例：RIMS）
連携可能なデータベース群 連携が困難なデータベース群オープンデータ

新規センシングデータベース 新規センシングデータベースセンサ群 センサ群
2
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３（Ａ）インフラ管理データの一元管理を実現するDB

A-1：道路管理のための統合型データモデル
 インフラ管理に供するセンシングデータや既存の多種多様なインフラ管理データ、今後新たに

取得するデータを一元的に管理する、包括的なデータモデルおよびAPIモデル
A-2：連邦型道路管理データベースA-2：連邦型道路管理データベース

 できるだけ既存データベースを有効に活用し、基本的にはそのままの形で再利用
A-3：統合型道路管理データベース

 データベース間連携が困難なデータは、データ自身を取り出して、統合型道路管理データ
ベースに集約

開発課題 オ プンデ タ

開発課題A インフラデータの⼀元管理データベース
A-1 道路管理のための統合型データモデル 開発課題D：オープンデータA 1 道路管理のための統合型デ タモデル

道路管理情報の統合表現
（道路管理共通語彙） データ管理ID技術・API

A-2
連邦型道路管理データベース

A-3
統合型道路管理データベース

開発課題C：実務検証⽤
ユーザインターフェース

A-4
マルチメディア

A-5
地理空間マルチメディア

データベース
地理空間

データベース

DB間
連携

DB間
連携

DB間
連携
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３（Ｂ）データのクレンジング、アノテーションならびに加工技術

B-1：データクレンジング（Data Cleansing）/データアノテーション（Data Annotation）技術の開発
 センサデータの異常値やデータの誤入力等を補正する機能、既存のDBに蓄積されたデータをコ

ンピュータによる自動分析や解析処理に利活用できる形に調製する機能（データクレンジング）
 原画像デ タに見られる損傷等に関する情報を 注釈のように原画像に重ね合わせて 利用者 原画像データに見られる損傷等に関する情報を、注釈のように原画像に重ね合わせて 利用者

に分かりやすく提示する技術を確立（データアノテーション）
B-2：マルチメディアデータ加工

 マルチメディアデータのアノテーションや可視化等を行なうために、データの切り出しやデータ変視 、 変
換、処理の高速化のための前処理などを行なうシステムを開発

ひび割れデータ品質上の課題
①データキャリブレーションの不⼀致①デ タキャリブレ ションの不 致
②異常検出等によるはずれ値
③データ⽋損
④不要データの混⼊
⑤改竄データ⑤改竄デ タ
⑥データ構造の不⼀致

など

データクレンジング⼿法の種類
わだち掘れ

デ タクレンジング⼿法の種類
① 量的データクレンジング
② 質的データクレンジング
③ テキストデータクレンジング
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変状情報のアノテーション表⽰のイメージデータクレンジングの現場課題と対応⼿法



３（Ｃ）データの解析・応用を実務で検証するﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

（Ｃ）データの解析・応用を実務で検証するユーザーインターフェース：
 一元的管理を実現した大規模DBを活用して、データの解析・応用を実務で検証するユーザインタ

フェース（UI）を構築
 地方公共団体等が道路管理業務で各種のデータを容易に確認できる実用的なUIシステムを開発

変状：：：
・：：：：：：：：：
・：：：：：：：：：

変状：：：
・：：：：：：：：：
・：：：：：：：：：

⾞線単位管理エリア単位 路線単位
（路線の変状分布状況を俯瞰）（路線の変状分布状況を俯瞰）

場所：神奈川県⼩⽥原市久野
件数：30件

場所：神奈川県⼩⽥原市⽥島
件数：13件
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管理エリア単位、路線単位での統計情報表⽰など
現場業務における実証に効果的なデータについては可視化表⽰にも対応



３（Ｄ）オープンデータ活用手法/（Ｅ）DB運用のための組織・制度

D：オープンデータ活用手法
 「統合型道路管理データベース」上に格納された道路管理情報の一部をオープンデータとして公

開する「情報流通連携基盤システム」を構築

Ｅ：DB運用のための組織、制度
 道路管理業務における社内外データの活用及びDB運用に向けた組織、制度を開発

データカタログサイト
Date Catalog Site

開発者サイト
Developersʼ Site

情報流通連携基盤

opendata.nexco-e.co.jp

交通センサス
（交通流量）
交通センサス
（交通流量）

気象データ
（天候）

気象データ
（天候）

地震/地盤
データ

地震/地盤
データ

インフラデータの
⼀元管理データベース

（課題Ａ）
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利⽤が可能なオープンデータ群
NEXCO東⽇本RIMS

（既存システム）
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４．研究開発スケジュール

 フェイズ１（H26～H28年度）では、インフラ管理センター（仮称）への試験的な組み込みと運用
評価の基本的な設計と実装を完了し、開発したシステムの現場での実証評価を行う

 フェイズ２ （H29～H30年度）では、フェイズ１での評価を踏まえて、対象データの拡張や機能の
拡充・高度化など最終成果に向けた開発を行うとともに、実運用を想定したシステムの改良

 平成31年度から実業務で運用を開始

実施項目 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

A. センシングデータを含むイン
フラ管理データの一元管理を フェイズ１ フェイズ２フラ管理デ タの 元管理を
実現するDB

設計/
開発

改善/
統合/
試行検証/

改良のた
めの設計/

B. データのクレンジング、アノ
テーションならびに加工技術 設計/

試作開発
開発

改善/
機能拡充

試行検証/
機能拡充

めの設計/
開発

テ ションならびに加工技術

C. 多種多様なデータの解析・応
用を実務に活かす道路管理
コックピット(仮称)仮称

D. オープンデータ活用手法

E DB運用のための組織、制度 課題分析 制度等設計
一部
試行運用

検証 改善
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E．DB運用のための組織、制度 課題分析 制度等設計
試行運用

検証 改善
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５．研究開始においての意気込み

 今回の提案は、高速道路事業者としてのこれまでの実績・経験を
活かし 現場 ズに沿 た開発を行います活かし、現場ニーズに沿った開発を行います

 研究開発の成果は、自ら積極的に現場で実装・運用を行うだけで
なく、自治体の業務にも活用できるよう積極的に情報を提供して
いく予定です

 これらの活動を通じて、日本全体のインフラ維持管理水準の向上
に貢献して参ります
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